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作品を映し出すポートフォリオ。

『自分自身を映し出す』をコンセプトに制作をしました。

これまで制作した作品のコンセプト・プロセスを詰め込み

作品の追憶を体験して頂ける様に

鏡の世界のへ



大阪デザイナー専門学校　グラフィックデザイン学科
生年月日　　　　　����.��.��
出身　　　　　　　大阪府
趣味　　　　　　　ボルダリング、ゴルフ、旅行、漫画、音楽

康富 悠嗣
やすとみ 　　　　ゆうじ

����.��　都島工業高校　都市工学科卒業

����.��　大阪市建設局入庁　

　　　　    道路工事の監督や西成工区の道路維持担当に携わる。

����.��　大阪市建設局を退職

����.��　大阪デザイナー専門学校入学

なぜデザイナーに？

昔から工作やデザイン全般（ファッション・インテリア・空間など）を見るの

が好きで、絵や物作りに関する仕事に就きたいと思っていました。高校に入

り、家庭の事情で美術系に進むことを諦め、卒業後は、公務員に就きました。

様々な職種の人や市民の方と出会い、困っている人の意図を汲み反映する大

変さを学びました。ここで学んだことを自分の好きなこと・得意なことで活

かしたいと思い、デザイン全般に触れれるグラフィックデザイナーに憧れ、再

度進むことを決め退職し、学校に通い始めました。

目指すデザイナー像

一度、社会に出て学んだことを活かして、依頼者とそのターゲット

両方の思いを汲み形にし、デザインで思いを繋いでいけるデザイナー

になりたいと思います。
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01 . 湯気の様に柔軟に

自分をブランディング『ゆ design lab.』

自分の好きなもの、これからなりたい自分を整理するために、
自分をブランディングをテーマに制作。湯気の様に柔軟に対応
できる様になりたいと言った思いを込め、趣味・名前・決意を
一つのロゴに落とし込み制作を行った。



・自分の趣味である温泉巡りと、自分の名前からロゴ制作を行った。

・ありそうで無い温泉ロゴを目指し、湯気と桶を用いてデザイン。

・何事にも柔軟に対応する思いを湯気に込め、桶では芯はブレないことを表した。

LOGO



テーマコンセプトから考え始め、ロゴ制作では「湯気」と「ゆ」をメイン

にひたすら手を動かし、模索しながら制作を行った。

誰もが知る温泉記号をヒントに「ゆ」を混ぜ合わせ、アイデアを

導いた。

ROUGH



湯気と桶の角度などを検証を行い、「ゆ」に見えるポイントを手書きラフ時に探り、企画の整理を行った。 小型グラフィックをどこまで展開させるかを整理し、イメージしているパッケージをラフに描きデータ

制作を行った。



PACKAGE

��～�� 代のお風呂好きな男女をターゲットに、温泉グッズを販売しているブランドをイメージ。
装飾などは行わず、清楚感が出る男女問わず手に取れるパッケージを目指した。



オートマティックロックボトムカートンとダブルウォールカートンを用いて、タオルボックスと固形

石鹸のパッケージを制作。グレー調のタオルを商品にしパッケージとの配色を合わせた。

風呂場で直接使用される商品については、清楚感があるイメージを持って欲しいため、白い素材の物を

選定した。



材料表記なども一から制作を行い、既存のシャンプーを参考にそれぞれの項目の

可読性を検証しながら制作した。

視界が悪くなるお風呂場の場面を想定してシャンプーとリンスには、色で判別できるように赤と青の補色を

活かした工夫を施した。



02 . ビジネスをより良いものへ

イタリア生まれの文房具ブランド『bello』

��～�� 代のビジネスマンをターゲットに、イタリア製の文房具ブランドをイメージし制作。

「美しいシルエット・滑らかな書き心地」を強みとしたブランドイメージに。bello はイタリア

語で、訳すと綺麗という意味に。



・ギリシャ神話に登場する幸運・商業・発明の神『ヘルメス神』をモチーフにビジネスが

   良い方向にいく様に思いを込め制作。

・��～�� 代ターゲットとしているためロゴタイプには、重すぎない若々しいフォントを用いた。

LOGO



ROUGH

ブランド名をイタリア語で２パターン考えたが、Felice（フェリーチェ）では、女性らしいネーミングになった

為、bello（ベッロ）に決定した。また、ターゲットも ��～�� 代と広すぎた為、これから羽ばたく若者に層を絞り、

��～�� 代に決定した。

ロゴマークには、絵画のヘルメス神をモチーフにハット

と羽を用いてアイデアを出した。



ギフトボックスのパッケージのアイデア出しでは、どうすれば高級感出るかや、商品の取り出しやすさ、

商品の見栄えを良くするにはどうすればいいのかを考えながら、簡易な断面図を描き制作した。



PACKAGE

社会人デビューする若者をターゲットに、ノートとボールペンをセットにしたギフトボックスを展開。

少し大人な配色に、高すぎず安すぎないパッケージを目指した。

商品の取り出しやすさを考え、

サテンリボンを取り付けた工夫を施した。



P A C K A G E



03 . リラックスをお届けします
ティータイムにホッと一息、紅茶クッキー

�� 代の OL をターゲットに、仕事の合間にホッと一息。

紅茶のティーパックのシルエットで、暖かい紅茶と一緒に

リラックスできる様な柔らかなパッケージをデザインした。



百貨店に置いているパッケージを目指し、面白さ・可愛いさ・エレガントさを形にした。紅茶のティー

パックの様なシルエットになる様に試行錯誤を行い、制作を行った。

開封後もイメージを崩さないために、ロゴシールの制作を行った。開封した後も、リラックスした

時間をより過ごしてもらうことを想定し、「ぱかっ」とした擬音語が出てくるような可愛げなパッ

ケージを目指した。



・午後のティータイムをイメージし、ティーポットから出る湯気で抜け感を出した。

・ホッとに丸ゴシックを用いて、動きをつける事で優しげな雰囲気を出した。

・紅茶の茶葉をパターンにし下部に描くことで、エレガントさと紅茶のティーパック感を演出した。

LOGO



ターゲットは �� 代 OL。ティーパックをモチーフに様々な

形のパックを調べ、パッケージのパターンを考案を行った。

パッケージパターンを展開図にした時どの様な図になるかを書き出して行った。

ROUGH



キーワードや味の種類を設定し、紅茶らしいロゴの書き出しを行った。 ティーポットとそれぞれの種類の特徴である絵を重ね合わせる案

などの検証をラフ時に行った。



04 . 思いを送る・気持ちを包む
手紙風、靴下ギフトパッケージ

プレゼントを贈る時に、思いと気持ちも届ければ。プレゼントをより喜んでもらえる様な

パッケージをデザイン。受け取り手に一目で伝わるように、シンプルでコンセプトが分か

りやすいデザインを施した。



お父さんへ
いつもありがとう。

これからもよろしくね！

靴下の柄を用いて、切手に見える様に制作。表面にメッセージを書くことで、思いのこもった

プレゼントになる様にデザインした。

手紙感を出すために裏面には、シーリングスタンプを描き、閉じた時のシルエットが手紙にな

る様に制作を行った。



当初は、バラなどを用いたデザインなども考えていたが、届けるから「手紙」を包むからは「袱紗」

をモチーフに構想し直した。

手紙感をより出す為に、柄を見せる箇所に切手風にする案や、閉じた時のシルエットなどを考案

し制作に入った。

ROUGH



MAGAZINE



05 . ヒ～!! と飛び出す
カラムーチョ雑誌広告

ポップティーンにカラムーチョの広告があれば。学生ならではの

雑誌から飛び出るほどのパワフルさをイメージし、カラムーチョ

の特徴である辛旨さを表現した。



広告制作にあたり、事前に今抱えている課題を調べ、課題を解決する為に雑誌

「ポップティーン」を選定し雑誌広告での戦略を構想した。

・若年層の伸び率が低下

・現在の購入層は、発売当初の学生だった40～50代

・雑誌広告にて、若年層への認知度の向上

課 題2リサーチ1

・『ヒー』と叫ぶメインキャラ

・赤と黒がメインカラー

・若年層の伸び率が低迷

・クセになるスパイシーな辛さ

・ターゲットは、小学生～高校生

3 雑誌戦略
幅広い読者層
女子中学生～大学生と年齢の幅が広い！

他系統の読者層
ギャル文化衰退により、近年は清楚系も参入！

別雑誌への展開
同社の『Men’s Popteen』への展開も可能！

PROCESS



広告に現実感を出すために、実際に開けているページを撮影。カラムーチョの配色に

馴染むページを探し検証を行った。

カラムーチョ一枚一枚にも撮影を行った。色鮮やかさを出したかったので、上から白色灯

を当て撮影を行った。



制作作業が入る前のラフでは、どの様なコピーを入れるかを考え

た。コピーを入れる前に、パワフルさや学生らしさを表現して

いた為、パッケージに書かれていたコピーを使用し、シンプルに

旨辛さを表現した。

ポップティーンが学生層の雑誌な為、「青春」をテーマに構想。

当初は、女子高生が飛んでいるパワフルさ溢れる案を構想し

ていたが、よりシンプルにパワフルさと辛旨さを伝えたかった

為、没案とした。



パワフルさは控えめな、違う方向性も考案。学生らしい恋愛を描いた案や

イメージと反対の構図をした案などの構想していた。カラムーチョのポッ

プなイメージとは離れていたため没案とした。
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06 . どきどき・わくわくする新しい旅へ

入学検討者向け学校雑誌『accell』

学科公式のデザインチーム『accell』。入学検討者や新入生向けに、学校の不安事を少

しでも和らいでもらう目的で内容を企画し、どきどき・わくわくする雑誌を作成した。



表紙と授業紹介ページを担当。少しでも楽しくなる様に学生らしく動きをつけた

ノート風のデザインを制作。A� サイズで実際に発注し、フリーペーパーとして、

体験入学やオープンキャンパス時に配布を行っている。











COMPETITION



07 . 福岡市を笑顔に
福岡市マイボトルデザインコンペ

「オシャレな老若男女なマイボトル」がテーマの福岡市役所主催

のデザインコンペ。「笑顔になる福岡市」をコンセプトに福岡市の

地形を横顔に見立て、使う人が楽しくなる様に柔らかな雰囲気の

あるデザインを制作した。



福岡市の地形を観察し、線でなぞって見ると子供の横顔に見えたので地形を

活かしたデザインに。

誰が見ても子供の横顔に見える必要があるため、髪と顔が分かるようにした。

また、耳と口を描くことで、より横顔のシルエットになるように描いた。

PROCESS



08 . 山の恵みを抽出したワイン
八剣山ワイナリーラベルデザインコンペ

八剣山ワイナリーのシンボルである北海道にある八剣山を

背に、山で育ち出来上がったワインをグラスに注いでいる

場面を描き、ワインとしての風味や濃厚さを表現した。



八剣山で育った果実を抽出し醸造した場面を描き、大人な雰囲気を出す為に、

ワイングラスをモダンな雰囲気で描き、配色を同一配色にすることで表現した。



EXHIBITION



スプレーアートを体験『GRFFITI EXHIBITION』

大阪デザイナー専門学校にて、�日間行われた学園祭のDマーケット。

『来場者が楽しめる変化する展示』を目指し企画を行った。

09 . 思いを形に繋がる



コロナ禍で人との繋がりが失われた中

本展示では、グラフィティーの文化に目を置いた。

自分の方が上手いと思えば上書きできる文化

作品を通し間接ではあるが、アートの中でコミュニケーションを行い

来場者一人一人の思いを作品に描き、重ね合わせる事で

一つのアート作品を完成することができた。

CONCEPT



FLOW

上書きを行い、出展作品と来場者の共作が出来

上がり、各々の思いが重なった作品に。

繋がる
水性アクリルスプレーとポスカを貸出し、

作品の好きな所に落書き

描く
会場中央に B� サイズの作品を � 作品展示し、

上書きで変化する作品を鑑賞。

見る



夏

秋 冬

春

共同作品『春夏秋冬』

作品名『帰省』

背景：康富　イラスト（人物）：浅岡　サイズ B� 制作：アクリルガッシュ、コピック

展示に協力してくれたメンバーを � 人 � 組に分け、媒体や手法を

選ばず、各々の思い描く春夏秋冬の景色を描きました。

コロナ禍で失われた風景、帰省をテーマとし描きました。下段で

は、コロナ禍での自粛期間中の風景を描き、上段ではコロナ前の

失われた過去でもあり、これから取り戻したい未来を描きました。



学園祭で展示した個人作品や ATC にて行われた、ハンドメイド&

アート手作りバザールにて出展した作品をご紹介。緩やかな絵を

中心に思いを込め制作した。

10 . 個人作品アートワーク



様々な人に助けて貰ってばかりの自分。Take で溢れ Give が埋もれてし

まっている今の心境と今は立ち入れないけれど、いつかは返せるように。

そのような思いを込めた作品。

Take のテープを少し剥がすことで、少しずつGive に近づく様子を表現。



学園祭のDマーケットに展示するために制作した作品。

DマーケットのDはデザイナーのD。自分が想像するクリエイターの特徴をイラストにした。



絵画が好きな自分。誰もが知っている有名絵画をモチーフに自分

なりの緩いタッチで可愛くオマージュした。

真珠の耳飾りの少女

ヨハネス・フェルメール

モナリザ

レオナルド・ダヴィンチ



牛乳を注ぐ女

ヨハネス・フェルメール

落ち穂拾い

フランソワ・ミレー

サン＝ベルナール峠をこえるボナパルト

ジャック＝ルイ・ダヴィッド

ATC で行われたハンドメイド&アート手作りバザールにて出展し

た作品。汗をテーマにそれぞれ違った汗を描いた。



最後までご覧頂きありがとうございました。

これからも作品制作に励み

日々精進していきたいと思います。

今後ともよろしくお願いします。
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